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　文化部は12月6日に写真教室を

協会会議室で開催。会員など6名

が参加した。写真教室は、会員や

ご家族、会員医療機関で働く従業

員などを参加対象とし、自身の旅

行先や日常の街並みなど、撮影し

た作品を持ち寄って、講師の榊原俊寿氏（二科会写真部・プロ写

真家）に講評していただくスタイルで実施している。今回はプリ

ントやデジタルデータなど60枚ほどの作品が披露された。

　講評で榊原氏は主役をいかに目立たせるか、分かりやすく見

せるかについて強調。廃線跡のトンネルを写した作品では、暗

闇の中でレールを目立たせるため外

光を反射させるという発想を伝授。

レイアウトについても見せたい部分

に目を向かわせるために、邪魔にな

るものや、冗長な空などを大胆に削

っていくアドバイスがされ、参加者

はプロの技を真剣に聞き入った。

文化部 写真教室文化部 写真教室

主役目立たせるプロの技主役目立たせるプロの技
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当日の様子

の
研
究
は
、
産
業
革
命
期
の
タ

ー
ナ
ー
と
モ
ネ
の
絵
画
を
気
象

観
測
デ
ー
タ
と
し
て
読
み
解
く

ユ
ニ
ー
ク
な
手
法
で
、
心
血
管

系
疾
患
や
発
癌
に
影
響
を
与
え

る
大
気
汚
染
の
真
実
を
明
ら
か

に
し
た
。

　

印
象
派
の
先
駆
的
存
在
ジ
ョ

ゼ
フ
・
マ
ロ
ー
ド
・
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
タ
ー
ナ
ー
（
１
７
７
５

―
１
８
５
１
）
と
印
象
派
の
巨

匠
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
（
１
８
４

０
―
１
９
２
６
）
は
、
そ
れ
ぞ

れ
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
で
活

動
し
、
光
と
色
彩
の
画
家
と
し

て
有
名
だ
。
だ
が
彼
ら
の
描
い

た
黄
昏
の
都
市
風
景
に
は
、
当

時
急
増
し
て
い
た
石
炭
燃
焼
由

来
の
ス
モ
ッ
グ
（
硫
酸
塩
や
す

す
）
が
紛
れ
込
ん
で
い
た
。
研

究
者
た
ち
は
、
ロ
ン
ド
ン
や
パ

リ
の
都
市
部
を
描
い
た
約
１
０

０
点
の
作
品
か
ら
「
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
の
弱
ま
り
」
、
「
輪
郭
の
ぼ

や
け
」
、
「
白
色
度
の
上
昇
」
と

い
っ
た
要
素
を
数
値
化
し
、
こ

れ
ら
の
変
化
が
当
時
の
気
象
デ

ー
タ
や
石
炭
使
用
量
と
一
致
す

る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。

　

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
「
大

気
の
濁
り
」
が
単
な
る
風
景
描

写
で
は
な
く
、
画
家
の
審
美
眼

や
技
術
の
変
化
と
も
呼
応
し
て

い
る
点
だ
。
タ
ー
ナ
ー
は
晩
年

に
な
る
ほ
ど
、
夏
目
漱
石
も
言

及
し
た
よ
う
に
抽
象
化
さ
れ
た

光
と
霧
の
世
界
へ
と
踏
み
込
ん

で
い
く
。
モ
ネ
も
ま
た
、
ロ
ン

ド
ン
の
テ
ム
ズ
川
や
パ
リ
の
サ

ン
＝
ラ
ザ
ー
ル
駅
に
立
ち
こ
め

る
蒸
気
や
煙
を
、
あ
た
か
も
朧

げ
な
詩
の
よ
う
に
描
き
続
け

た
。
芸
術
的
な
革
新
と
思
わ
れ

た
そ
の
筆
致
は
、
実
の
と
こ
ろ
、

汚
染
さ
れ
た
大
気
を
透
か
し
て

見
た
現
実
の
記
録
で
も
あ
っ
た

の
だ
。

　

無
論
、
タ
ー
ナ
ー
や
モ
ネ
が

意
識
的
に
大
気
汚
染
を
描
い
た

わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、

芸
術
家
の
眼
差
し
は
、
と
き
に

科
学
を
超
え
て
時
代
の
真
実
を

写
し
取
る
。
産
業
革
命
に
よ
る

大
気
汚
染
は
、
測
定
器
だ
け
で

は
な
く
絵
筆
を
通
じ
て
も
記
録

さ
れ
て
い
た
。
人
は
環
境
の
変

化
に
順
応
し
、
そ
こ
に
美
を
見

出
そ
う
と
す
る
が
、
同
時
に
そ

の
美
し
さ
に
は
、
見
過
ご
さ
れ

た
危
機
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
る
。

　

ロ
ン
ド
ン
留
学
し
た
漱
石
は

タ
ー
ナ
ー
の
絵
に
影
響
を
受
け

た
が
、
そ
の
背
景
に
は
ロ
ン
ド

ン
の
空
を
覆
っ
た
煤
煙
の
ベ
ー

ル
が
あ
っ
た
。
芸
術
と
科
学
を

融
合
し
た
研
究
は
、
私
た
ち
の

眼
前
に
あ
る
霞
み
の
正
体
を
問

う
警
鐘
で
も
あ
る
。
そ
し
て
そ

の
問
い
は
、
気
候
変
動
の
進
む

２１
世
紀
の
私
た
ち
に
、
ど
ん
な

光
景
が
未
来
に
残
さ
れ
る
か
を

考
え
さ
せ
る
。
絵
は
過
去
を
映

す
鏡
で
あ
る
と
同
時
に
、
未
来

を
照
ら
す
光
に
も
な
る
。

　

印
象
派
は
１
８
６
０
年
代
に

フ
ラ
ン
ス
で
始
ま
っ
た
。
産
業

革
命
に
よ
る
都
市
化
と
新
し
い

絵
具
技
術
の
発
展
、
そ
し
て
鉄

道
交
通
網
の
普
及
に
よ
り
、
画

家
た
ち
が
屋
外
制
作
を
行
い
や

す
く
な
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ

っ
た
。
印
象
派
は
自
然
の
光
を

追
い
求
め
た
画
家
た
ち
の
運
動

と
さ
れ
る
が
、
彼
ら
が
見
た
光

そ
の
も
の
が
す
で
に
、
人
類
の

手
に
よ
っ
て
人
工
的
に
変
質
し

て
い
た
と
し
た
ら
─
─
。
近
年

　産業革命の煤煙を美しい夕景として

描いた二人の巨匠。 科学研究が明か

した、 名画に記録された環境汚染の真

実。 現代の気候変動問題と健康への

示唆を読み解く （毎月1回連載）。

ターナーとモネがターナーとモネが
描いた大気汚染描いた大気汚染
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あ
り
、
子
ど
も
４
人
の
元
気
な

姿
も
見
ら
れ
、
会
場
は
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
た
。

　

講
師
は
、
イ
タ
リ
ア
留
学
経

験
を
持
つ
オ
ペ
ラ
歌
手
で
料
理

研
究
家
の
細
見
涼
子
氏
が
務
め

た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
「
マ
グ
ロ
の

カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
」
、
「
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
パ
ス
タ
」
、
「
豚
肉
を
詰

め
た
キ
ャ
ベ
ツ
の
イ
ン
ボ
ル
テ

　

あ
る
日
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
料

理
教
室
の
お
誘
い
の
チ
ラ
シ
が

来
た
。
神
奈
川
県
保
険
医
協
会

か
ら
だ
っ
た
。
深
く
考
え
ず
家

で
そ
の
話
を
し
た
ら
、
い
つ
の

ま
に
か
娘
と
参
加
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
中
学
生
の
娘
は
お
菓

子
や
ス
イ
ー
ツ
は
び
っ
く
り
す

る
よ
う
な
お
い
し
い
も
の
を
作

る
が
、
料
理
は
は
じ
め
て
で
、

私
も
同
様
で
あ
る
。

　

細
見
先
生
の
指
導
の
下
、
イ

　

文
化
部
は
１２
月
１３
日
、
横
浜

市
西
地
区
セ
ン
タ
ー
に
て
「
み

ん
な
の
料
理
教
室
」
を
開
催
。

定
員
い
っ
ぱ
い
の
１６
名
が
参
加

し
た
。
親
子
で
の
参
加
も
２
組

未
知
と
の
遭
遇

未
知
と
の
遭
遇

―
料
理
の
世
界

―
料
理
の
世
界

茅
ヶ
崎
市
　
安
久　

正
哲

参加記

親子で初参加
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３
月
随
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改
定

３
月
随
時
改
定

鋳
造
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金
パ
ラ
９
７
７
円
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引
き
上
げ

鋳
造
用
金
パ
ラ
９
７
７
円
の
引
き
上
げ

３
千
８
０
２
円
／
ｇ

３
千
８
０
２
円
／
ｇ 

→
４
千
７
７
９
円
／
ｇ
に

→
４
千
７
７
９
円
／
ｇ
に

　

１
月
１６
日
に
中
医
協
総
会
が

開
催
さ
れ
、
３
月
１
日
付
で
の

歯
科
用
貴
金
属
価
格
随
時
改
定

が
承
認
さ
れ
た
。
歯
科
鋳
造
用

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
（
金
１２

％
以
上
Ｊ
Ｉ
Ｓ
適
合
品
）
に
つ

い
て
は
２５
・
７
％
の
引
き
上
げ

で
、
具
体
的
に
は
３
千
８
０
２

円
／
ｇ
か
ら
４
千
７
７
９
円
／

ｇ
（
３０
ｇ
換
算
１１
万
４
千
６０
円

か
ら
１４
万
３
千
３
７
０
円
）
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

（
前
々
回
９
月
随
時
改
定
及
び

前
回
１２
月
随
時
改
定
も
引
き
上

げ
）
。
金
の
価
格
の
急
騰
に
よ

り
、
前
回
１２
月
の
随
時
改
定
で

２
０
２
２
年
７
月
随
時
改
定
時

の
３
千
７
１
５
円
／
ｇ
（
３０
ｇ

換
算
１１
万
１
千
４
５
０
円
）
を

も
上
回
る
告
示
価
格
と
な
っ
た

こ
と
を
昨
年
１１
月
５
日
号
の
保

険
医
新
聞
に
て
報
じ
て
い
る

が
、
今
回
は
前
回
を
さ
ら
に
大

い
て
は
昨
年
１０
月
～
１２
月
の
素

材
価
格
を
参
照
し
た
も
の
に
な

っ
て
い
る
。

　

告
示
価
格
変
更
内
容
に
つ
い

て
は
、
左
表
を
参
照
い
た
だ
き

た
い
。
な
お
、
今
回
随
時
改
定

に
伴
う
歯
冠
修
復
・
欠
損
補
綴

の
関
連
点
数
改
定
の
詳
細
は
今

後
掲
載
す
る
予
定
。

幅
に
上
回
る
告
示
価
格
が
示
さ

れ
て
い
る
。
歯
科
鋳
造
用
１４
カ

ラ
ッ
ト
金
合
金
と
銀
合
金
も
同

様
に
大
幅
に
「
引
き
上
げ
」
と

な
る
。
今
回
の
随
時
改
定
に
つ

名称
2025年12月
随時改定

告示価格（円/ｇ）

2026年3月
随時改定

告示価格（円/ｇ）

歯科鋳造用14カラット金合金
インレー用（JIS適合品） 13,287 15,991

歯科鋳造用14カラット金合金 
鉤用（JIS適合品） 11,978 14,682

歯科用14カラット金合金鉤用
線（金58.33％以上） 12,073 14,777

歯科用14カラット合金用
金ろう（JIS適合品） 12,062 14,766

歯科鋳造用金銀パラジウム合金
（金12％以上JIS適合品） 3,802 4,779

歯科用金銀パラジウム合金ろう
（金15％以上JIS適合品） 5,435 6,446

歯科鋳造用銀合金第1種
（銀60％以上インジウム5％未満JIS適合品）

207 262

歯科鋳造用銀合金第2種
（銀60％以上インジウム5％以上JIS適合品）

232 287

歯科用銀ろう（JIS適合品） 261 293

2026年3月1日の随時改定で告示価格が変更される品目

タ
リ
ア
の
家
庭
料
理
に
挑
戦
。

で
か
い
マ
グ
ロ
の
切
り
身
を
、

見
慣
れ
ぬ
香
辛
料
で
ま
ぶ
し
た

り
、
い
わ
れ
る
が
ま
ま
に
手
を

動
か
し
て
い
る
と
、
気
付
い
た

ら
眼
の
前
に
レ
ス
ト
ラ
ン
に
出

て
く
る
よ
う
な
料
理
が
あ
っ

た
。
こ
ん
な
料
理
を
作
っ
て
し

ま
っ
た
自
分
に
感
心
し
つ
つ
、

ど
う
し
た
ら
お
い
し
く
な
る
か

工
夫
し
な
が
ら
一
心
不
乱
に
手

を
動
か
し
、
同
時
に
食
べ
る
人

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
。
料
理
は

最
高
の
趣
味
に
な
る
と
確
信
し

て
し
ま
っ
た
。

　

娘
は
自
分
を
差
し
置
い
て
一

人
前
に
大
人
と
円
滑
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
し
て
い

て
、
家
と
は
一
味
ち
が
う
一
面

を
み
せ
て
い
た
。
い
い
こ
と
づ

く
め
の
料
理
教
室
、
新
た
な
世

界
が
拡
が
っ
た
。

参加者全員で記念撮影

ィ
ー
ニ
」
の
３
品
。
細
見
氏
は
、

１
品
ず
つ
作
る
と
時
間
が
か
か

る
た
め
、
３
品
を
同
時
進
行
で

作
る
手
順
を
指
導
。
参
加
者
は

４
班
に
分
か
れ
て
約
２
時
間
で

調
理
を
行
い
、
イ
タ
リ
ア
の
家

庭
的
な
ク
リ
ス
マ
ス
の
味
を
楽

し
ん
だ
。
以
下
、
当
日
の
参
加

者
か
ら
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
の

で
掲
載
す
る
。


